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 １０月１２日から１４日の３連休に新潟市万

代で開催された「万代グルメストリート」。この

中で新潟公務員法律専門学校の生徒たちが特設

ブースを設け、県内各地域の特産品等のＰＲを

行いました。 

 山北のブースを担当したのは専門学校に通う

山北出身の生徒たちを中心としたメンバー。ト

チ餅やアク笹巻の物産販売をしながら、自分た

ちで作った特製の紹介パネル（上記写真）を片

手に元気いっぱい山北の魅力を来場者に発信し

ていました。生徒からは「自分では当たり前の

ものが、すばらしい魅力を持っていることに喜

びを感じ、地元のすばらしさを再確認すること

ができた」という声が聞かれました。 

山北を離れていても地元への情熱を持った若

者のチカラがこれからの山北を後押ししてくれ 

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 今年で７期目を迎えた明治大学農学部小田切

ゼミの学生による山北での「農村調査実習」。普

段は学校の中で議論する学生たちが農村の現場

に入り、実態を調査し、自ら体験・感じたこと

を基に議論を重ね、当地域にさまざまな提言や

指摘をいただいています。 
 昨年のこの実習で「けんさ焼き」と「赤カブ

漬け」を食べた学生がそのおいしさに感動し、

自分たちだけでなくもっと大勢の人に味わって

もらいたいということで１０月２２日から２４

日に行われた「生明祭」（学園祭）でゼミ生たち

が販売、ＰＲを行いました。 
 「この赤カブなかなか食べられない」「けんさ

焼きは東京でも売れるのでは？」「山北へ行って

みたい」という声が出るほどの反響だったそう

で、明治大学の若者のチカラが関東での山北の

情報発信に大きな効果を発揮してくれました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                    
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 辞書で「魅力」を調べてみると、「人の心をひ

きつけて夢中にさせる力」とあります。山北を

訪れる人から「山北は魅力がいっぱいだね」と

よく言われます。豊かな自然、おいしい食べ物、

人情豊かな人、昔ながらの農作業や普段の何気

ない生活まで、数え上げればきりがないほどた

くさんの魅力が山北にはあるのだと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 皆さんは山北の魅力は何だと思いますか。皆

さんの集落や身の回りにも訪れる人が見たら魅

力的なものがたくさんあるのではないでしょう

か。便利で楽に生活できる地域ではないかもし

れないけれど、こんなに魅力がいっぱいのすば

らしい地域に生活しているということに自信と

誇りを持ってもいいのではないでしょうか。 
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“光陰矢のごとし”とはよく言ったもので、師走も、もう半ば。今年も

あとわずかとなりました。今年一年を振り返ると皆さんにもいろいろな

ことがあったかと思います。 

まちづくり協議会にとって今年は、部会を中心に本格的に事業を開始

した年となりました。良かったこと反省すべきことを踏まえ、来年も協

議会の目的である「住んでよかったと思える地域（集落）」をめざして活

動を展開します。ぜひ、大勢の皆さんの参加をお願いします。 

編 

集 

後 

記 

 
山北地区において、よく耳にする課題として、①若い人がいない、

②外部への情報発信・PR があまり得意ではない、ということが挙

げられます。まちづくり協議会でもその課題に頭を悩ませていると

ころですが、今回はそんな課題に希望が持てる“若者”の活動をご

紹介します。 

２ 

１

４３

４３１ ２ 田植え体験 マニアに人気の鉄道の撮影ポイント（碁石） けんさ焼き体験赤かぶつみ体験 
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【山北の暮らし④「わさび」】 

伝え広めたいこの味「わさび」料理 
 
私たちの祖先は、古くから山北の恵まれた自

然と共存する中で、人々の舌と心を満たすため

に自然が育んだ幸をいろいろと工夫して食し

てきました。郷土料理は、これらの生業と暮ら

しの中からうまれたもので、今もなお営々と受

け継がれている料理です。 
山北には、「赤カブ漬け」や「アク笹巻」な

ど数多くの郷土料理かありますが、「わさび」

料理もそのひとつです。全国的には長野県や静

岡県に代表される根わさびをイメージします

が、山北で「わさび」といえばこの料理であり、

お正月や秋神楽のときには欠かせない一品で、

古くから各家庭で受け継がれ親しまれてきた

ものです。 
手足がかじかむほど寒くなったころ、山々の

沢沿いなどに自生する天然わさびを採取し、

根っこ、茎、葉を余すところなく活かしておい

しい「わさび」に仕上げます。各家庭によって

辛さや味が微妙に違うのが特徴で、その違いか

ら団らんに話が弾むこともこの料理の良いと

ころです。 
「わさび」料理は、山北ならではの郷土料理

として私たちが後世に引き継いでいかなけれ

ばならない、できればよそにも売り込みたい逸

品です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○2 月 14 日  まちづくり通信第８号発行 

お正月や秋神楽に欠かせない「わさび」 

        まちづくり協議会役員会 

○1 月 9 日  まちづくり協議会役員会 

○2 月 5 日  まちづくり協議会理事会 

※日程等は変更になる場合があります。 

○2 月 10 日  助成金交付等審査会 

○3 月 15 日  地域づくり楽習会 
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 宣伝広告費などに助成金を利

用し、山北の特色が詰まった山北

の顔となる祭りを目標に地域の

協力を受けて開催しました。 

（地域づくり団体活動支援） 

昨年から産業団体と協力して「軽トラ市」を

実施するなど内容を工夫し、ＰＲ活動にも力を

入れて開催してきました。今後もこの祭りから

「山北の魅力」を発信し、「山北の元気のもと」

となるように地域の皆さんと取り組みます。 

2,000 人の来場者で今年も賑わいました。

（11／10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 平成２６年度の「集落の元気づくり支援事業」、

「地域づくり団体等活動支援事業」の申請受付を

開始しました。集落等で計画する新たな事業や、

これまで継続して実施している事業に助成金を利

用しみんなで集まって多くの“笑顔”を山北に広

げましょう。 

 対象経費の 50％を支援します。お問い合わせ

は山北地区まちづくり協議会事務局（山北支所

地域振興課自治振興室内）までお願いします。 

対象：集落や集落内団体及び地域づくり団体 

申請期限：平成２６年２月７日（金）まで 

内容 

土の下に防草シートを張ったり、手すりをつ

けるなど２ヶ月間汗しました（８/１８） 

山北中学校３年生が地域貢献活動として登山

道の整備やのぼり旗を設置しました（10/17）

 

 
「いいものこしょでくれでありがど」と、 

おばあちゃんに総代さんが声をかけられました
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 階段の材料となる木材や塗料

などの費用に助成金を利用し、

集落住民で協力して、急斜面な

避難路に階段を設置しました。 

（集落の元気づくり支援） 

東日本大震災を機に集落から「逃げる場所がな 

いので整備しよう」という声が上がりました。補助

により今までの集落活動を維持しながら整備が行え

たこと、そして皆でやり遂げた達成感から集落のま

とまりに繋がったことを嬉しく思っています。 

 古舘城の PR のため、のぼり旗

の制作費に助成金を利用しまし

た。のぼり旗のデザイン、設置

を会員の協力により行いまし

た。 

（集落の元気づくり支援） 

 「古館城」という地域の財産を守っていくた

め公園などの整備を行なってきました。 

この宝が人から人へ受け継がれるためにも、

多くの人に足を運んでもらえるようＰＲ活動

を続けていきたいと思います。 

 

ゴミ小屋の戸や床が腐食して危ないため、網 

などで手づくりしようかと思っていた頃、７割の補

助で新しいゴミ小屋を作ることができました。隣の

集落センターがきれいなので、集落の景観を保つこ

ともできてみんなで喜んでいます。 

 ゴミ小屋の制作費として助

成金を利用しました。古いゴミ

小屋の解体、撤去などを集落の

みなさんの協力で行いました。 

（集落の元気づくり支援） 


